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国上交通大巨  北 側 一

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条 の 26第 1項 申
の規定に基づき、同法施行令第 129条 の 2の 5

第 1項 第七号ハ[防火区画貫通部 1時 間遮炎性能]の規定に適合するものであることを認め

る。

記

認 定番号

PS060WL―-0229

認定をした構造方法又は建築材料の名称

ケーブル ・電線管付ケープル/ほ う砂 酢 酸ビニルーエチレン共重合エマルシ

ョン樹脂混入水酸化アルミユウム材充てん/壁 耐火構造/員 通部分

認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通り



(別添)

1 格 道名

ケーブル ・電線管付ケープル/ほ う砂 酢酸ビニルーエチレン共重合エマルション樹脂混入水酸化アル

ミニウム材充てん/壁 耐火構造/貫 通部分

2 寸 法および形状等

(X)中 空壁とは建築基準法施行令第 115粂の 2の 2第 1項第一号

ほ認定した準耐火構造崎0分 )および建築基準法第 2条第七号の規定に基づき、国主交通大臣が指定もしくは

認定した耐火構造 (60分)の壁。

(寸法単位 i皿)

項  目 申 請 構 造

開口都
(形状)円 形

(面積)0031価 2以下 lφ 200以下】

占積率 (断面積)

(開田部に対するケーブル断面積の総合計の割合)
3463%以 下 佃 0108752m2以下)

貫通する壁の構造等

(い～得)のうち、いずれか一仕様とする

(D中空壁 〔※)

壁厚 100以 上

12)ALC

壁厚 100以 上

(〕コンクリー ト

壁厚 100以 上

とは建築基準法施行令第 115粂の 2の の規定 に基づき、画土交通大臣が指定 もしく

t別添―〕



3 材 料構成

1)主構成材料

1寸法単位:]冊|

適 目 申 誌 構 造

ケーブル

総発熱量 505 700kJ/冊以
~F

総導体断面積 1590m2以 下

規格

11)～8)のうち、いずれか一仕様とする

(1)iIS C 3605

佗|】IS C 3401

帽|〕IS C 6850(光ファイバケーブル)

外径 28以下

導体断面積 250mm2以下

本致

総発熱量を各ケデルの発熱量で除した数以下かつ

裕導体断面積を各ケデルの導体断面積で除した敦

以下

導体種類

(1)、0)のうち、いずれか一仕様とする

位)銅

修)ガラス

絶禄体

(D～僧)のうち、いずれか一仕様とする

(D架橋ポリエテレン系樹脂

修)ポリエチレン系樹脂

得)塩化ピエル系村脂

シース

は)～ 0)のうち、いずれか―仕様とする

(Dヽリエテレン系樹脂

2)Tl燃性ホリIテレシ系樹脂

侶)塩化ビエル系樹脂

フェノール樹脂製

可とう電線管 (以

下、PF管という)

規格 JIS C 8411

外径 3 6 5以 下

厚 さ 45以 下

長 さ 350以上

本致 〕本以下

電
線
管
付
ケ
ト
ブ
ル ケーブル

規格

(1)～憎)のうち い ずれか一仕様とする

(1)]IS C 3805

佗)JIS C 3401

0 JIS C 8850(光ファイバケーブル)

外径 22以下

導体断面積 2 n l m 2以下

本数 各 ]本

導体種類

(D Q)のうち いずれか一仕様とする

(D銅

口】ガラス

絶縁体

い～ 的}のうち いずれか一仕様とする

1)架橋ポリエテレ_/系樹脂

〕ポリエチレン系樹脂

〕塩化ビニル系樹脂

シース

(1)～ほ)のうち、いずれか一仕様とする

(1)ホ)Iテル系樹脂

昭1耐燃性ホリITlシ系樹脂

僧)塩化ビニル系樹脂

傷J添―抑



(寸法単位:冊耐

項 目 申 請 FF造

防

火

措

置

材

料

耐熱シール材

材質
ほう砂l酢酸と

'コ
'Iテル共重合劇レル樹脂混入水酸化

7ルミニウム

組 成

(質量%)

水酸化アルミニウム モ44=5

ほう砂 :3に5
けい酸アルミニウム 19=2

酢接ビエルーエテレン共重合エマルション :10と5
可塑剤 繊 維等 17=2

充てん量 隙間が無いように密に充てん

密度 14ノcm3以上

厚 さ 100以上

セラミックファイハ ーフ
'ラ

ツケット

ロF管の場合)

材賃 アルミナ シリカ系繊維

規格 JIS R 3311

幅 200以 上

密度 0 13ycポ以上

厚 さ 6以 上

暢J添―掛



2)副 構成材l」
〔寸法単位i R18】

項  目 申 請 構 造

そ
の
他

セラミック77イ'｀
'~フイ

 ランケット

結束用鉄線

材質 亜鉛めっき鉄線

規格
ぐ
０

rJ 3547

直径 1 2以 上

耐 勲 シ ー ル 材

充てん用鋼板円筒

材質 溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

規格 JiS G 3302

厚 さ 02以 上

暢」添一り



4構 造説明図
(寸法単位 七‖耐

冊 辞 ラ ー ル材 完 て ん 県 部 板 円 高

L ・面 四 【A A )

注)寸法および材料構成は2お よび3の とおり

暢」添―研



〈下i無シール材克てん月前tl円筒詳在図〉

|

「

「

0■

断面 図

耐熱ラール材 克 てん用SF板円筒展開 図

耐許シール材売てん用銅 板 〈円筒を丸 めてか ら騎 口部 に取付〕

1寸法単位 iR問

平 面 図

口
豹

十~山
亜王E璽L

―

F_1寸法および材+構 成は2お よび3の とおり

傷J添一日



5 加 工方法等

〈施工図)
い」法単位 i軸|

ヶ ― ブサし卒 と
・

/ ~

―

↓

と)寸 法および材料構成は 2および 3の とおり

ネ :本pT価内容に含まない

幅Jネー■



く施工手順〉

③ ケ ープルの布設

取扱いについては日本電設工業会発行の 「電線要覧」に記載されている電線ケープルの取扱い及び

う布設上の注意の項目にもとづき行う。

② 下 地の調整

施工部分はあらかじめ清掃し下地が平坦になる様に調整する。

③ 開 田部の施エ

壁下地材 (スタッド及びランナー等)に 接触しない位置に壁を貫通する直径 200n冊以下の六を
開けるt中空壁の場合は、壁下地を必ず施工する)。

④ 開 口面積

占積率及び壁厚等が申請仕様に適合しているかを確認する。

⑤ PF管 の貫通部処理
PF管 のケープル真通部にセラミックファイパープランケットを巻き付け鉄線等で端部をしばる。

③ 耐 熱シーサレ材充てん用鋼板円筒の取付け

溶融五鉛めっきプリキ鋼板を円筒状に加工し開口部に収める。

② 耐 熱シール材の充てん

耐熟シー,レ材を開田部分に両面から均―に充てんし、壁の表面と合う様に耐熱シール材の表面を平

滑に仕上げる。

③ 最 終チェック

耐熱シーサレ材力t均一に充てんされているかをチェックする。また耐熱シール材が施工後ひび割れが

無いか確認する。

6 注 意事項

火災時において、ケープルの荷重が中空壁にかかって危険な状態になることがないように、ケープルを吊

る。

暢8称―勘


